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インスリンアナログ製剤

ここでいうアナロクは

｢類似体｣の意o　インス

リンと同じ生理作用をも

ちながら､インスリンも

構造の一部を変えて､注

射後すくに効果があらわ

れるようにしたり､イン

スリンの作用時間を長く

したりしたインスリン製

剤｡
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私たちが普段使用しているインスリン製靴毎日使っているインスリンですが､そ

の特徴をきちんと理解していますかoインスリン補充療法のポイントは､いかに生理

的なインスリン分泌に近いパターンになるように､インスリンを補うかということで

す｡そのためにも､インスリン製剤のことをもう一度知っておくことは大切なことだ

と考えます｡それぞれのインスリン製剤のもつ特徴を理解して､よりよいインスリン

の補充を美現しましょう｡

1.対症療法としての

インスリン補充療法

1921年にフレデリック･バンティン

グ博士(Dr Frederick Bantlng)とチャー

ルズ･ベスト博士(Dr. Charles Best)が

インスリンを発見するまでは､発症すれ

ば｢死を待つ病｣であった1型糖尿病が､

その命を維持できるようなりました｡動

物の牒臓から抽出したインスリンから始

まり､現在では､遺伝子組み換え技術を

用いてヒトのインスリンが合成できるよ

うになり､副作用は大幅に軽減されまし

た｡この10年あまりの間に､インスリ

ン注射器･注入器や血糖自己測定機器も

進歩しています｡また､ヒトインスリン

からインスリンの構造を一部変えてそれ

ぞれの特性をもたせたインスリンアナロ

グ製剤が開発され､インスリン治療は飛

躍的に進歩しました｡

これにより1型糖尿病のクオリティ･

オブ･ライフ(QOL;生活の賃)は大幅

に改善されました｡今までインスリン製

剤に生活をあわせざるを得なかった日常

から､生活にあわせたインスリン製剤の

選択が可能になったわけです｡

生理的なインスリン分泌(図⑳)は､

生命維持に必要な基礎分泌と､食後の高

血糖を抑制するための追加分泌とからな

りますが､インスリン療法のポイント
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超連動型インスリンは､インスリンの立ち上がりがよく･効

果は3時間くらい持続し､インスリンを増量しても(I)､作

用時間は延長しない｡

特効型インスリンは一般的には24時間安定した作用を示

すが､インスリン作用にピ-クをつくる場合(-)や､作

用時間が短い場合(くさ)もあり､作用に個人差があるD

持効型インスリン
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回⑳　インスリンアナl=グ製剤

主､いかに生理的なインスリン分泌に近

.､パターンでインスリンを補うかという

ことです｡

現在開発されているインスリンアナロ
･'製剤には､超速効型インスリン製剤と

詩効型インスリン製剤があり､これらの

七み合わせにより､より生理的なインス

ン分泌に近づけることが可能となりま
T_たo現在､治療に用いられているこの

二種類のインスリンアナログ製剤につい

てお話しします｡

2.超速効型インスリン製剤

インスリンは､ 51個のアミノ酸からな

るタンパク質です｡タンパク質であるイ

ンスリンを内服すると胃酸で壊されてし

まうため､経口剤(のみぐすり)にはでき

ませんoインスリンは互いにくっつきや

すく､くっつくと離れるまで効果が発揮

できなくなります｡従来の速効型インス

リン製剤はインスリンが離れるまでに時

間がかかるため､効果発現までに時間が

かかり､食事の30分前に打たなければ

なりませんでした｡しかし､日常生活で

は食前30分には打てないことが多く､

また､インスリン投与量を増やすとイン

スリンの作用時間まで延びてしまい､時

に低血糖がおきることになります｡

超速効型インスリン製剤は､アミノ酸

の一部を置き換えて､インスリンをくっ

つきにくく改良したもので､その名のと

おり､注射後すぐに効果が発現するた

め､食事の直前に打つことができ､作用

時間は3時間くらいと短く､インスリン

を増量しても､速効型インスリン製剤と

異なり作用時間が延びないため､食後の

血糖上昇をうまく抑えることができます

(図⑳).

2010年1月現在､超速効型インスリ

ン製剤としては､インスリンリスプロ

(ヒューマログ)､インスリンアスパル

ト(ノボラビッド㊤)に加えて､インス

リングルー｣ジン(アピドラ◎)が使用で

きるようになり､ 3種類になりました｡

超速効型インスリン製剤は､食事のと

きだけでなく､間食時や血糖値の補正の

ための追加打ちや､シックデイ等で食べ

終わるまで食事摂取量が把握できないと

きに食事量に応じて食べた直後にインス
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糖尿病患者が治療中

に､発熱､下痢､嘔吐､

食欲不振などで食事がで

きないときのことo　シッ

クデイでは､著しい高血

糖や､ケトアシドーシス

になることがあるため､

インスリン依存状態の場

合は､適切な対処が必

要｡


